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研究成果の概要（和文）：本研究は、中国・香港・シンガポールに着目し、米英や国際組織との対比から、華人系アジ
ア型地理カリキュラムの特徴を解明し、我が国の新たな地理教育の在り方について言及した。主な結果は、地理的基本
概念の機能から２つの地理カリキュラムの類型を見いだした。華人系アジア型は、そのボトムアップ型の特徴を持ち、
価値態度目標の明示、地誌的知識の空間的な均一性への配慮、”持続発展”の強調の特徴がみられた。我が国の新たな
地理教育創造のために、我が国の地理教育は、地誌的学習の意味に多重なシティズンシップを繋げ、地理的基本概念と
地理的技能に組み合わせて、進めていく必要性がある。

研究成果の概要（英文）：Focused on China, Hong Kong, Singapore, this study have clarified the characterist
ics of Chinese-Asian geography curriculum comparing with U.S., U.K., the international organization, and h
ave mentioned new Japanese geography education. This study have found geography curriculum of two types fr
om the aspect of geographical basic concepts. And Chinese-Asian geography curriculum have been its bottom-
up type. This study have found the clarification of value-attitudes target, the consideration for spatial 
uniformity of geographical knowledge and the highlighting "sustainable development". It will be need for t
he creation of a new geography education in Japan that Japanese geography education road up to connect the
 meaning of geography learning with a multiple citizenship and to combine geographical basic concepts and 
geographical skills.
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１．研究開始当初の背景 
(1)香港はイギリス植民地として自立し、華
人社会にイギリス様式を取り入れてきたが、
中国への返還に伴い、中国の教育政策を取り
入れてきている。シンガポールも華人系中心
の多民族国家であり、香港と同様にアジア
NIEs の代表的都市国家となり、かつてのイギ
リス植民地でもありながら、米英の影響を受
け入れ、自立した近代国家である。 
 
(2)これら華人系アジアの学校教育には、米
英型教育と融合した新たな教育が育まれて
きている。それと我が国の現代がどのように
一致し、異なるかについて吟味し、我が国の
新たな教育創造へと役立ていく意義がある。 
 
(3)我が国の社会科・地理教育において米英
を対象とした例は多くみられるが、アジア
を対象に共通性などから吟味した例は少な
い。多民族国家の国民統合への着目、社会的
背景による影響、米英に対する華人系アジア
の教育的な共通性などから、我が国との対比
も含め、華人系アジア型の地理カリキュラム
の特徴について解明し、我が国の新たな地理
カリキュラム創造に資する必要がある。 
 
２．研究の目的 
本研究は、中国・香港・シンガポールに着

目し、米英や国際組織の動向などとの対比か
ら、華人系アジア型地理カリキュラムの特徴
について解明しながら、知識基盤型社会に向
けた我が国の新たな地理教育の在り方につ
いて検討することを目的とした。 
 
３．研究の方法  
(1)先行のシンガポール地理カリキュラムに
関する成果や、中国・香港の教育制度などを
踏まえ、中国・香港の中学校地理カリキュラ
ムの動向について、主に地理的基本概念や地
理的技能、価値態度形成などに着目しながら、
その全容について分析・考察した。 
 
(2)米英の地理カリキュラムの特徴や、国際
地理学連合地理教育委員会(IGU)による地理
教育国際憲章などの国際的な動向などにつ
いて、とくに地理的基本概念や市民的資質な
どに着目し、分析・考察した。 
 
(3)中国・香港・シンガポールおよび我が国
と、米英や IGU などの特徴を比較し、華人系
アジア型地理カリキュラムの共通性につい
て考察した。その成果を踏まえ、我が国中学
校地理的分野におけるとくに「地理的な見方
や考え方」・地理的技能・市民的資質などに
関する新時代を見据えた提言を行った。 
 
４．研究成果 
(1)シンガポール小学校社会科2006年版と中
学校低学年地理科カリキュラム 2006 年版に
は、内容構成を通じた地理の系統性よりも、

全教育活動を通じた資質育成の要となる「国
民教育」を土台としたナショナルシティズン
シップ育成が明確に意図されている。前者の
小学校社会科 2006 年版には、社会科学全般
の基本概念への関係付けがみられ、内容構成
に国家に関わる人物の取り上げからナショ
ナルシティズンシップ育成が重視されてい
る。2012 年版には基本概念の系統性は無く、
新たに市民性育成の目標や探究アプローチ、
21 世紀型コンピテンシーとの対応などがみ
られ、新たな展開を向かえている。後者の中
学校低学年地理 2006 年版には、「環境」の地
理的基本概念が全単元構成の中心軸にあり、
全単元内容が「環境」に関係付けられている。
後半の単元には国家事例が後部に位置付け
られ、ナショナルシティズンシップ育成が強
調されている。2014 年版には、イギリス地理
カリキュラムに影響を受けた地理的基本概
念が新たに内容に関連付けられている。 
 
(2)香港中学校地理カリキュラム 2010 年版
（2011 年版と同様）には、旧版との比較から、
一般目標・項目目標・本質的な学習要素・単
元内容などから関連性が明確に示されてい
る。高度な構造性を持ち、各単元に地域的課
題から多重な規模の事例地域が取り上げら
れ、そして問題解決的な過程を通して地理的
基本概念が関連付けられ、多重なシティズン
シップ育成へと結び付けられる。他方で、
様々な地域規模の事例地域の取り上げによ
って、世界の諸地域に関する空間的認識を偏
り無く保証し、香港を中心に中国と世界の諸
地域を重複させながら、複合的・合理的な「環
境拡大的重複型事例学習」と呼べる方式がと
られている。各単元には、授業に結び付く主
要な項目内容が構造的に示され、それを反映
する教科書（英文４社）も個性的にものとな
って、発行されている。 
 
(3)中国の地理課程標準2011年版は、旧版（実
験稿）と同様となり、香港やシンガポールと
比べ、我が国中学校社会科地理的分野に比較
的に近い内容構成がとられている。スキル育
成・系統地理的観点の理解と選択式地誌学習
（世界の諸地域と中国に分かれる）・郷土地
理（調査）の内容配列をとり、地誌学習には
我が国の「地理的な見方や考え方」に相当す
る、方法知となる地理的基本概念（「位置/分
布」・「関係と差異」・「環境と発展」）が説明
されている。性質・理念には、「地域性」・「総
合性」の上に「思想性」・「生活性」・「実践性」
があげられ、価値態度形成、生活関連、地理
的技能、探究などが強調されている。他、経
済発展・環境保全・持続発展などに関わる文
脈が強調されている。 
 
(4)英・米・シンガポール・香港・中国・我
が国の地理カリキュラムにおける地理的基
本概念を検討した結果、内容知と方法知とな
る地理的基本概念の機能から２つの類型が



見いだせた。トップダウン型は、地理的基本
概念が内容知（カリキュラム全単元内容）に
トップダウン的な内容構成上の明示的なね
らいとなり、それが活用される方法知となる
場面で構造的・顕在的となり、内容知と方法
知において一体的に扱われる。ボトムアップ
型は、地理的基本概念が内容知にボトムアッ
プ的な内容構成上の暗示的なねらいとなり、
活用される方法知となる場面で理念的・潜在
的となり、内容知と方法知において分離的に
扱われる。この２つの類型による地理的基本
概念の機能に基づく識別方法は、地理カリキ
ュラムや地理学習をみる有力なツールにな
り、地理カリキュラムのパラダイム転換をも
たらす可能性がある。 
 
(5)中国・香港・シンガポール・我が国の共
通性に次に５つがあげられ、我が国も含む、
華人系アジア型地理カリキュラムの特徴と
みなせる。①地理的基本概念のボトムアップ
型地理カリキュラムの特徴、②価値態度目標
の明示（愛郷・愛国意識そして世界市民性）、
③地誌的知識に関する空間的な均一性への
配慮（各政府の社会的事情により様々な方
式）、④教育方法上で現代的な探究・ICT・GIS
などを強調、⑤その経緯や意義は異なるが、
各政府の地理カリキュラムの様々に「環
境」・「持続発展」に関わる項目や内容を強調。 
 
(6)アメリカ地理教育の五大テーマとスタン
ダードの地理的基本概念には関連がみられ、
５大テーマはIGUの地理教育国際憲章の地理
的基本概念にアレンジされている。近年の
IGU ルツェルン宣言は国際的な ESD の影響を
受けたものであるが、全般的には国際地理教
育憲章からの系統性は薄いとみられる。地理
教育における「持続発展」の意味は、５大テ
ーマを源流に発展的に広く世界に引き継が
れ、華人系アジア型地理カリキュラムにもそ
の影響がみられる。 
 
(7)我が国中学校学習指導要領社会科地理的
分野「内容」における地理的基本概念には、
潜在的に「環境」と「地域」が基底にあり、
その歴史的な潮流が見いだせる。このことと、
「地理的な見方や考え方」に含まれる地理的
基本概念の活用については分離的となり、ボ
トムアップ型の潜在的な地理的基本概念の
機能とみなせる。この点については今後、世
界的な知識基盤型社会に応じていく我が国
にとって、一層の議論の深化が求められる。
現代の複雑な社会下において、高度な資質や
活用性の高い概念的知識、そして実用的な
様々な高度な技能をより効果的・合理的に獲
得していく必要があるからである。 
 
(8)香港地理カリキュラムにみるように、多
重なシティズンシップ育成に概念的知識と
技能の獲得も含めた構造性を持たせるため
には、トップダウン型の地理的基本概念の機

能との融合を図り、各種の目標に組織的に連
なる各単元内容の明確化などからリフォー
ムを進める方法がある。我が国をみた場合、
華人系アジア型の特徴ともなる地誌的学習
の意味について、21 世紀の国際社会に相応し
い多重なシティズンシップ育成に繋げて高
度に発展させながら、それに内容知と方法知
における地理的基本概念を地理的技能と組
み合わせて有機的に機能できるように組み
込み、新たな地理教育の創造へと道づけして
いく必要がある。 
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